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は
じ
め
に

四
條　

知
恵

　

広
島
平
和
研
究
所
は
、
研
究
成
果
を
広
く
市
民
の
み
な
さ
ま
に
伝
え
る
た
め
、
戦
争
や
平
和
に
か
か
わ

る
諸
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
継
続
し
て
連
続
市
民
講
座
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
現
代
世

界
に
お
け
る
平
和
構
築
へ
の
問
題
提
起
と
す
る
た
め
、
こ
の
小
冊
子
シ
リ
ー
ズ
「
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
」
を
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
九
巻
で
あ
る
本
書
『
戦
争
の
記
憶
―
―
ヒ
ロ
シ
マ
／
ナ
ガ
サ
キ
の
空
白
』
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
同
タ
イ
ト
ル
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
の
記
憶
―
―
ヒ
ロ
シ
マ
／
ナ
ガ
サ
キ
の
空

白
」（
二
〇
二
二
年
七
月
一
八
日
開
催
）、
連
続
市
民
講
座
「
平
和
文
化
を
育
む
た
め
に
」（
二
〇
二
二
年
一
一
月
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一
八
日
か
ら
一
二
月
二
〇
日
ま
で
配
信
）
で
の
講
演
・
報
告
を
も
と
に
、
報
告
者
・
講
演
者
に
改
め
て
執
筆
し

て
い
た
だ
い
た
七
本
の
原
稿
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

第
Ⅰ
部
は
、「
戦
争
の
記
憶
―
―
ヒ
ロ
シ
マ
／
ナ
ガ
サ
キ
の
空
白
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、「
原
爆
被
害
の

記
憶
の
継
承
―
―
中
国
新
聞
の
連
載
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
空
白
」
の
試
み
」（
第
１
章　

水
川
恭
輔
）、「
写
真
は
語

り
か
け
る
」（
第
２
章　

林
田
光
弘
）、「「
被
爆
体
験
証
言
」
と
語
ら
れ
な
い
も
の
」（
第
３
章　

四
條
知
恵
）
の

三
編
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
原
爆
被
害
は
、
戦
争
の
世
紀
と
呼
ば
れ
る
二
〇
世
紀
の
な
か
で
も
、
人
々
が

住
む
都
市
に
対
し
て
核
攻
撃
が
行
わ
れ
た
歴
史
的
な
戦
争
被
害
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の

体
験
が
語
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
い
ま
だ
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
数
多
く
あ
り
、
埋
め
が
た

い
空
白
を
埋
め
よ
う
と
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
Ⅰ
部
で
は
、
報
道
や
学
問
の
現
場
で
現
在

行
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
つ
つ
、
未
来
へ
向
け
て
ど
の
よ
う
に
原
爆
被
害
を
語
り
継

い
で
い
く
の
か
を
、
改
め
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
Ⅱ
部
に
は
、「
平
和
文
化
を
育
む
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
被
爆
の
記
憶
・
継
承
活
動
と
国
際

政
治
」（
第
４
章　

大
芝
亮
）、「
平
和
と
文
化
―
―
ド
イ
ツ
の
事
例
か
ら
」（
第
５
章　

竹
本
真
希
子
）、「「
核
兵

器
禁
止
条
約
の
時
代
」
の
軍
縮
教
育
」（
第
６
章　

中
村
桂
子
）、「
平
和
首
長
会
議
と
平
和
文
化
」（
第
７
章　

小

泉
崇
）
の
四
編
を
収
録
し
ま
し
た
。
平
和
を
育
む
文
化
に
つ
い
て
、
平
和
の
理
論
や
平
和
思
想
、
次
世
代
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に
向
け
た
平
和
教
育
、
平
和
に
関
す
る
政
策
的
な
取
り
組
み
な
ど
の
観
点
か
ら
、
各
分
野
の
専
門
家
が
分

か
り
や
す
く
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
が
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
戦
争
の
記
憶
や
平
和
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
よ

り
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。




